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東京オリンピックに向けた救護ボランティアスタッフの育成プログラムの検討
A study of a program to train first aid volunteers for  
the upcoming Tokyo Olympics： 
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が 7 名（9.7%）、「どちらともいえない」 が 38名
（52.8%）、「あまり自信がない」が16名（22.2%）、












































































る」 が 4 名（5.6%）、「どちらともいえない」 が
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